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平
成
二
十
五
年
（
二
○
一
三
）
十
一
月
十
日
、
熊
本
で
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
顕
彰
事
業
が
行
わ
れ
た
。
会
場
は
ハ
ー
ン

が
か
っ
て
明
治
二
十
四
年
十
一
月
か
ら
二
十
七
年
十
月
ま
で
の
三
年
間

教
鞭
を
執
っ
て
い
た
旧
制
第
五
高
等
中
学
校
の
本
館
に
隣
接
す
る
化
学

実
験
場
・
階
段
教
室
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
で
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
は

「
ハ
ー
ン
と
ギ
リ
シ
ャ
〜
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
誘
い
〜
〈
西
洋
か
ら
東
洋
へ
〉
」
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
時
に
第
五
十
五
回
熊
本
県
芸
術
文
化

祭
参
加
事
業
と
し
て
当
地
公
益
信
託
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
基
金
か
ら
の
助

成
支
援
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
四
○
頁
（
Ｂ
５
版
）
の
予
稿
集
（
資
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平
成
二
十
五
年
度
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
顕
彰
事
業

Ⅱ
ヘ
ル
ン
ゆ
か
り
の
人
々
・
ゆ
か
り
の
地

貢
－
ン
と
ギ
リ
シ
ャ
」
（
熊
本
）
の
報
告

料
集
）
を
作
成
し
た
。
加
え
て
在
日
ギ
リ
シ
ャ
大
使
館
と
熊
本
大
学
等

の
後
援
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
励
み
と
な
っ
た
。

本
年
度
二
○
一
四
年
は
ハ
ー
ン
没
後
二
○
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
地
球
規
模
で
ハ
ー
ン
顕
彰
を
行
い
つ
つ
も
そ
の
現

代
性
を
考
え
る
良
い
機
会
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
七
月
に
ハ
ー
ン
に
お

け
る
始
原
（
生
誕
）
の
地
、
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
フ
カ
ダ
島
で
ハ
ー
ン
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
。
こ
の
度
の
熊
本
で
の
催
し
は
こ
れ
を
支

援
す
べ
く
可
能
な
限
り
多
く
の
人
に
ギ
リ
シ
ャ
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
願
い
を
込
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

基
調
講
演
の
講
師
は
小
泉
凡
先
生
で
あ
っ
た
。
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て

西f

川＃
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り
お
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ギ
リ
シ
ャ
と
ハ
ー
ン
の
関
わ
り
と
、
レ
フ
カ
ダ
島
に
つ
い
て
の
懇
切
丁

寧
な
説
明
が
あ
っ
た
。
全
体
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
〈
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン

ド
〉
で
あ
る
。
特
に
そ
の
地
球
規
模
で
の
実
績
と
し
て
第
一
回
の
二
○

○
九
年
十
月
の
ア
テ
ネ
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
カ
レ
ッ
ヂ
で
の
造
形
美
術
展

（
「
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
」
）
か
ら

始
ま
り
、
第
二
回
は
松
江
城
天
守
閣
と
八
雲
記
念
館
、
第
三
回
は
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
の
日
本
ク
ラ
ブ
、
第
四
回
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
チ
ュ
ー
レ
ー

ン
大
学
図
書
館
で
実
施
し
た
こ
と
の
説
明
・
紹
介
が
あ
っ
た
。

小
泉
凡
先
生
は
、
こ
れ
ら
が
成
功
裏
に
継
承
さ
れ
て
き
た
の
は
「
オ
ー

プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
」
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
こ
の
心
は
す
で
に
「
古
代
ギ

リ
シ
ャ
人
の
人
間
性
」
の
中
に
見
ら
れ
、
ハ
ー
ン
の
心
を
解
く
鍵
と
し

て
「
ハ
ー
ン
の
精
神
性
の
根
幹
は
母
国
ギ
リ
シ
ャ
の
多
神
教
世
界
を
母

に
重
ね
て
憧
慢
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ

る
。
講
演
の
中
で
祥
子
夫
人
も
飛
び
入
り
で
ギ
リ
シ
ャ
（
レ
フ
カ
ダ
）

の
話
を
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
も
深
く
印
象
に
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ハ
ー
ン
の
母
親
ロ
ー
ザ
・
カ
シ
マ
チ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
キ
シ
ラ
島
で
生

ま
れ
、
幼
い
ハ
ー
ン
を
連
れ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
に
行
く
が

結
婚
生
活
は
破
綻
。
そ
の
後
ギ
リ
シ
ャ
に
帰
り
、
最
期
は
コ
ル
フ
島
で

生
を
終
え
て
い
る
。
ハ
ー
ン
の
母
の
面
影
は
熊
本
を
舞
台
に
し
た
作
品

「
夏
の
日
の
夢
」
の
中
に
出
て
く
る
。

レ
フ
カ
ダ
島
の
ハ
ー
ン
生
家
は
今
も
保
存
さ
れ
、
そ
の
前
の
通
り
は

「
八
雲
通
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
両
親
が
結
婚
し
、
自
ら
も

ギ
リ
シ
ャ
正
教
（
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
）
の
洗
礼
を
受
け
た
目
の
守
護
神

パ
レ
ス
ヶ
ヴ
ィ
の
瀧
酒
な
教
会
が
あ
る
。
そ
し
て
レ
フ
カ
ダ
の
市
庁
舎

も
新
装
成
っ
て
こ
の
七
月
の
ハ
ー
ン
事
業
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
事
業
の
中
に
は
ハ
ー
ン
作
品
の
朗
読
に
加
え
て

熊
本
か
ら
は
清
和
文
楽
の
『
雪
お
ん
な
』
の
公
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

小
泉
先
生
の
講
演
に
続
い
て
こ
の
日
の
後
半
は
『
怪
談
』
の
中
の
作

品
「
雪
お
ん
な
」
の
英
語
と
日
本
語
の
対
比
朗
読
を
行
っ
た
。
一
つ
は

ハ
ー
ン
研
究
家
の
ア
ラ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
氏
（
放
送
大
学
客
員
教
授
）
に

よ
る
原
文
（
英
語
）
朗
読
と
も
う
一
つ
は
熊
本
朗
読
研
究
会
々
員
で
元

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
矢
部
絹
子
氏
に
よ
る
翻
訳
文
（
平
井
呈
一
訳
の
日
本

語
）
の
朗
読
で
あ
る
。
両
朗
読
と
も
心
に
染
み
る
も
の
で
確
か
に
「
こ

と
ば
の
力
」
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
日
の
来
聴
者
に
用
意
し
た
予
稿
集
の
中
で
、

ロ
ー
ゼ
ン
氏
に
よ
る
エ
セ
ー
ニ
雪
お
ん
な
』
を
声
に
出
し
て
読
む
と
い

う
こ
と
」
の
中
で
、
ハ
ー
ン
そ
の
人
は
作
品
を
「
け
っ
し
て
声
に
出
し

て
よ
ま
な
い
で
く
れ
」
と
い
い
、
「
目
に
だ
け
訴
え
る
文
体
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
は
声
に
出
し
て
読
め
ば
効
果
が
失
わ
れ
る
。
私
の
文
体

と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
」
と
書
い
て
い
る
旨
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
し

か
し
ロ
ー
ゼ
ン
氏
は
文
体
を
読
み
方
に
替
え
て
敢
え
て
読
む
決
心
を
な

さ
る
。
読
む
（
音
声
化
す
る
）
以
上
は
「
同
じ
台
詞
で
も
読
み
方
に
よ
っ

て
は
違
っ
た
効
果
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
る
」
こ
と
を
前
提
に
、
ロ
ー

ゼ
ン
氏
は
、
「
つ
ま
る
と
こ
ろ
何
と
言
っ
て
も
大
切
な
こ
と
は
こ
の
こ
と

だ
Ｉ
あ
な
た
が
ど
の
よ
う
な
読
み
を
好
し
と
す
る
か
だ
。
そ
れ
こ
そ
が

き
っ
と
ハ
ー
ン
も
ま
た
好
し
と
す
る
読
み
に
な
る
の
だ
。
」
と
い
う
思
い

を
も
っ
て
自
分
の
読
み
を
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

参
加
者
は
ハ
ー
ン
に
関
心
の
あ
る
熊
本
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
協
会
々
員
、
熊
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本
八
雲
会
々
員
、
そ
れ
に
一
般
の
人
々
も
加
え
て
約
六
十
名
で
、
明
治

二
十
年
代
の
階
段
教
室
の
雰
囲
気
を
堪
能
し
な
が
ら
有
意
義
な
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
七
月
に
は
ギ
リ
シ
ャ
（
レ
フ
カ
ダ
）
を
舞
台
に
没
後
二
○
年

記
念
の
ハ
ー
ン
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
関
連
事
業
が
行
わ
れ
る
。
レ
フ

ヵ
ダ
市
長
の
全
面
協
力
の
書
面
も
届
い
て
い
る
。
万
事
成
功
裏
に
事
が

運
ぶ
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
（
熊
本
八
雲
会
々
屋
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